
 平成２７年度教育委員会事業点検・評価（平成２６年度事業）整理表　　　　　　

（教　育　課）

総合評価 今後の方向性 コメント（意見・評価）

1 保育所事業 B さらに重点化 B ・適正な人材配置と環境整備の継続
・子育て支援の拡充

多様な保育ニーズに質の高い対応をすることは大変な課題であるが、その向
上に向けて、人材配置や施設管理が適切に行われている。今後は適正な人
材増員と配置、子育て支援センターの拡充が期待される。

2 児童館事業 B さらに重点化 B ・環境整備の継続
・未就学児、学童保育の継続

少子化対応も含め、質の高い未就学児の保育や学童保育が望まれている。
空調設備が設置されるなど施設の拡充が図られ、豊かな子育てができる施
設になってきている。

3 幼児教育環境整備事業 B さらに重点化 B ・認定こども園の計画と実行
認定こども園の推進は、喫緊の課題であり、利便性・子育て支援の為に用地
選定を含め早期建設に向けて具体的に進んでもらいたい。さらに地域の要望
を聞きながら計画が推進されることを期待している。

4 勤労青少年ホーム管理運営事業 Ｂ 現状のまま継続 Ｂ ・適切な維持管理の継続
公共施設として利用頻度が高く、必要不可欠な施設として機能している。計画
的に修繕が図られている。

   【教育行政評価委員会総合評価・今後の方向性・個別事業ごとの意見】
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4 勤労青少年ホーム管理運営事業 Ｂ 現状のまま継続 Ｂ ・適切な維持管理の継続
的に修繕が図られている。

5 多目的研修集会施設管理事業 Ｂ 現状のまま継続 Ｂ ・現状のまま継続

利用頻度が1300件を超え、有効に活用されている。経年劣化により、修繕費
等の支出が大きいが、町民の生涯学習の拠点として利用されており、必要な
事業である。手すりの設置など、計画的に修繕工事がなされ、安全・安心、そ
して楽しく活用できる施設となっている。

6 教育委員会運営事業 Ｂ 現状のまま継続 Ｂ ・現状のまま継続
定例会の他に臨時会が5回開催され、様々な課題に対してスピード感を持っ
て対応し、適切に運営されている。

7 教育委員会事務局事業 Ｂ 現状のまま継続 Ｂ ・適正な人材配置と環境整備の継続
・教育環境整備、学力・体力向上の推進

施設管理、人事管理が適切に運営されている。国際化やＩＣＴ化に伴う様々な
問題に対して、迅速に対応する必要がある。教職員との連携を深め、今後
は、理数科教育の充実と「活用力」のような学力向上の推進が図られる研修
や施策を期待したい。

8 森林環境学習事業 Ｂ 現状のまま継続 Ｂ ・事業成果の具体化の推進
時数の確保に課題がみられるが、森林の役割を地球温暖化や自然災害防止
と関連させて学習していくことは重要なことである。各学校とも特色を活かして
森林環境学習が図られるよう期待する。
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総合評価 今後の方向性 コメント（意見・評価）

9 スクールバス運行事業 Ａ 現状のまま継続 Ａ ・安全安心な送迎の継続

大変広い地域であり、運行の効率化は難しいところではあるが、安全確保や
保護者の負担軽減ために最大限の運営がなされている。民間への委託事業
であるので安全運行に努めているか等のチェックも必要不可欠である。今後
も町と保護者とのコミュニケーションを重ね、安心安全な通学ができるように
望む。

10 小学校管理事業 Ａ 現状のまま継続 Ａ ・環境整備の継続
適切な予算配分がなされ、学校施設の適正な維持管理がなされている。特に
空調設備が設置され、子供たちの学習の効率化が図られている。

11 小学校教育振興事業 Ａ 現状のまま継続 Ａ ・教育方法の改善と充実

知・徳・体のバランスのとれた人間育成のための教育振興が図られている。
特に音楽教育発展のための楽器購入措置や道徳教育の継続的・重点的指
導の推進が図られていることが顕著である。今後はさらに教材・備品等の整
備を図るとともに、英語教育や理数教育,ＩＴ教育が充実されるような振興策の
企画に期待したい。

12 中学校学校管理事業 Ａ 現状のまま継続 Ａ ・環境整備の継続
空調設備が設置され、生徒たちの学習の効率化が図られている。生徒たちが
快適な環境のもとで、学習やスポーツに集中できるように、学校と密に連絡を
取り、迅速で適正な管理が行われている。

Ａ Ａ

知・徳・体のバランスのとれた人間育成のための教育振興が図られている。さ
らなる生徒指導の充実、、キャリア教育の推進、情報化、国際化社会に対応
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13 中学校教育振興事業 Ａ 現状のまま継続 Ａ ・教育方法の改善と充実
らなる生徒指導の充実、、キャリア教育の推進、情報化、国際化社会に対応
できる人間育成のために教材、備品の充実は勿論、生徒の目標実現のた
め、教職員の皆さんのさらなる指導力アップと学力向上の施策の推進に期待
したい。

14 幼稚園管理運営事業 B さらに重点化 Ａ ・環境整備の継続
・就学前教育の推進

「幼保一元化」に向けて就学前教育を行い、子育ての充実を図っているのが
感じられる。空調設備が設置され、子供たちが生活しやすい環境施設の充実
が図られている。

15 社会教育総務事業 Ｂ 現状のまま継続 Ｂ ・委員会の更なる充実と運営を。

町の生涯学習教育の根幹となる事業であり、外部評価や意見を聴取し、各事
業に生かされ推進されている。各分野から選ばれた委員の方々の意見を反
映させて、社会教育行政の更なる充実と運営に励んでいる。
広範囲な年齢層に応じた広範囲な取り組みを検討・評価・総括するために、
社会教育委員会議の回数を検討してほしい。

16 生涯学習振興事業 Ｂ さらに重点化 Ｂ ・幅広い年齢層のニーズに応じた事業展開の推進
・更なる事業の充実

各種講座や講演を行い、生涯学習の推進が図られている。幅広い年齢層の
ニーズに応じて行くことには、大変困難があると思うが、各事業のマンネリ化
を防ぎ、内容と方法の見直しを図っていくことが望まれる。
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総合評価 今後の方向性 コメント（意見・評価）

17 国際交流事業 Ｂ 見直しの上継続 Ｂ ・活動内容を検討して今後も継続

小中学生の海外派遣や外国人指導員の配置により「生きた英語」を学ぶ体
験は基調であり、学生の海外文化体験事業を実施して効果をあげていること
は特筆すべきことである。中学生派遣事業は、その成果はすぐには見えない
かもしれないが、意義は大きいものであるので、今後も継続できるように活動
内容を検討していただきたい。

18 放課後子どもプラン事業 Ａ さらに重点化 Ａ ・更なる充実を図り継続
核家族化や親の就労、子どもたちの生活状況から、放課後の子どもの居場
所づくりは有効な活動であり、健全育成のためにも必要である。これからも内
容を充実させつつ、子供たちの安全を見守ってほしい。

19 公民館管理運営事業 Ｂ 見直しの上継続 Ｂ ・分館についての有効活用の検討
生涯学習・社会教育の拠点として、大いに活用されている。ただ分館につい
ては有効的な活用案が見られず、その方向性について慎重に協議検討が必
要である。

20 一般管理業務費（郷土史料館） Ｂ さらに重点化 Ｂ ・更なる充実を図り継続
地域の芸術・文化の発信地であり、情報収集の場として重要な役割を果たし
ている。これからも魅力的な事業を展開して、利用者の増加に務め、子どもた
ちの居場所としても活用してほしい。

Ａ Ｂ ・更なる充実を図り継続
町の広報で音楽を流すなどして、丘灯至夫氏の功績を町民に知らせるなどの
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21 丘灯至夫記念館管理運営事業 Ａ 現状のまま継続 Ｂ ・更なる充実を図り継続
・ＰＲ活動の推進

町の広報で音楽を流すなどして、丘灯至夫氏の功績を町民に知らせるなどの
工夫をしているが、もっと若い世代や町外の人にもっと来場してもらえるよう
に町内外にＰＲし、来館を促す事業活動が必要である。

22 図書館運営費 Ｂ さらに重点化 Ｂ ・幅広い年齢層のニーズに応じた事業展開の推進
魅力ある図書館の基盤は図書の充実である。図書数増のための適切な予算
配分を期待したい。また、今後はもっと幅広い世代の情報収集の拠点として、
読書推進のＰＲ活動や町民のニーズに応えられるよう期待したい。

23 美術館運営費 Ａ さらに重点化 Ａ ・更なる充実を図り継続
・ＰＲ活動の推進

特別展入場者数が４千名を超える事業をしたことが素晴らしい。また、体験講
座を開催し、芸術振興につながったことも評価できる。企画展も各層に好評
の様子がうかがえる。今後はさらに、特別展の内容を工夫し、質の高い芸術
作品に触れる機会を増やして、ＰＲ活動にも力を入れてほしい。

24 文化財保護事業 Ｂ さらに重点化 Ｂ ・町内外への周知活動の推進

文化財の認知度に偏りがあるのが一般的であるが、町民特に若い人たちに
どのように認知させていくかが郷土を思う心の育成のためにもひとつの課題
であろう。地元住民は勿論、観光客などへも周知活動を積極的に行ってほし
い。
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総合評価 今後の方向性 コメント（意見・評価）

25 社会体育総務事業 Ｂ 現状のまま継続 Ｂ ・更なる充実を図り継続

各スポーツ団体が活発・充実した活動を行うための振興が図られている。ま
た、各種大会への激励金や大会参加への補助も適切に支出されている。今
後は更なるスポーツ人口増加、スポーツ指導者の育成、環境整備等スポーツ
文化の町づくりに励んでほしい。

26 スポーツ振興事業 Ｂ 現状のまま継続 Ａ ・現状のまま継続

広範囲にわたるスポーツ大会や教室が活発に行われている。また、講師を招
へいしたスポーツ教室を企画実施し、大きな成果を上げている。今後は様々
な講習会や大会を開催して、町民の健康増進、生涯学習スポーツのための
事業展開を期待する。

27 学校体育施設開放事業 Ｂ 現状のまま継続 Ａ ・現状のまま継続
各学校の体育施設が適切に解放され、活用されている。身近な地域住民の
スポーツの場として欠かせない施設であり、今後も事業の継続を望む。

28 体育施設事業 Ａ 現状のまま継続 Ａ ・ＰＲ活動の推進

各施設の維持管理ならびに運営が適切に行われている。町の生涯スポーツ
の拠点であり、重要な施設である。今後は計画的に修繕、環境整備を図り、
立地条件の良さを活かして、積極的にＰＲ活動を行い、さらなる利用者増を目
指してほしい。

Ａ Ａ
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29 給食センター管理運営事業 Ａ 現状のまま継続 Ａ ・現状のまま継続 給食センターの役割が十分果たされている。

30 学校給食検査体制整備事業 Ａ 現状のまま継続 Ａ ・更なる充実を図り継続

検査体制がよく整備され、安全安心な学校食材の提供に努めている。
保護者、町民の食への安心安全の関心度は高く、引き続き放射性検査は必
要である。それと同時にアレルギー対策などを含む個々への対応や食の内
容の充実などが問われる。

31 文化・体育振興事業 Ｂ 見直しの上継続 Ｂ ・有効的な基金活用のための事業精査
限られた基金の中で、芸術文化、団体・個人への表彰、各種大会の奨励金伝
達など、町民意識の高揚に大いに寄与している。限られた基金の有効的な活
用の為に活動内容を精査し、援助することも必要である。
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